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民
間
信
仰
に
お
け
る
胎
蔵
大
日
五
字
真
言

佐

々

木

大

樹

抄
録

　
「
亜ア

氾ビ

漸ラ

麿ウ
ン

沖ケ
ン

」
は
胎
蔵
大
日
如
来
の
五
字
真
言
と
さ
れ
、
真
言
密
教
に
お
い
て
厳
密
に
師
資
相
承
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
五
字

真
言
は
民
間
に
流
伝
し
、
災
難
を
除
き
、
病
気
や
怪
我
を
治
す
一
種
の
呪ま

じ
ない
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
本
論
で
は
各
都
道
府
県
よ
り
刊
行

さ
れ
た
各
種
『
県
史
』
等
を
中
心
に
、
民
間
に
お
い
て
五
字
真
言
が
い
か
に
信
仰
さ
れ
、
流
通
さ
れ
た
の
か
を
調
べ
た
。
具
体
的
に
は
功
能

別
に
様
々
な
事
例
を
整
理
し
、
Ⅰ　

毒
害
を
避
け
る
（
ⓐ
蛇
除
け
と
そ
の
解
毒　

ⓑ
蜂
除
け
と
そ
の
解
毒
）、
Ⅱ　

傷
病
を
治
す
（
ⓐ
火
傷　

ⓑ
歯
痛　

ⓒ
止
血　

ⓓ
そ
の
他
の
傷
病
）、
Ⅲ　

そ
の
他
の
効
能
、
と
い
う
細
目
を
設
け
て
、
そ
の
由
来
等
を
論
じ
た
。
し
ば
し
ば
五
字
真

言
は
民
間
に
お
い
て
転
訛
し
、
前
後
に
意
味
深
長
な
言
葉
が
加
え
ら
れ
た
が
、
蛇
除
け
に
は
蕨
や
ナ
メ
ク
ジ
、
火
傷
の
治
療
に
は
「
猿
沢
池

の
大
蛇
」、
止
血
な
ら
ば
「
血
は
父
母
の
恵
み
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
言
葉
と
功
能
に
は
一
定
の
法
則
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
、
は
じ
め
に

　

亜ア

氾ビ

漸ラ

麿ウ
ン

沖ケ
ン

の
梵
字
五
字
は
、
真
言
密
教
の
根
本
仏
で
あ
る
胎
蔵
大
日
如
来
の
真
言
と
さ
れ
る
。『
大
日
経
』
で
は
、
五
字
真
言
の
威

力
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
魔
を
降
伏
し
て
、
大
日
如
来
の
一
切
智
智
を
満
足
す
る
と
説
か
れ
る（

１
）。

こ
の
よ
う
な
記
述
に
由
来
し
て
、
胎
蔵
大

日
の
五
字
真
言
は
、
真
言
密
教
の
法
会
・
行
法
等
に
お
い
て
重
視
さ
れ
、
師
か
ら
弟
子
へ
と
厳
密
に
相
承
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
五
字
真
言
は
民
間
に
流
伝
し（

２
）、

災
難
を
除
き
、
病
気
や
怪
我
を
治
す
一
種
の
呪ま

じ
ない

と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
論
者
は
か
つ

て
学
芸
員
資
格
の
取
得
に
際
し
て
「
民
俗
学
」
を
学
び
、
民
間
医
術
・
呪
術
に
つ
い
て
調
べ
る
過
程
で
、
そ
の
事
実
に
た
ど
り
着
き
、
い
つ
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か
体
系
的
に
調
べ
て
み
た
い
と
考
え
て
き
た
。

　

本
論
で
は
、
各
都
道
府
県
よ
り
刊
行
さ
れ
る
各
種
『
県
史
』
等
を
中
心
に（

３
）、

民
間
に
お
い
て
五
字
真
言
が
い
か
に
信
仰
、
流
通
さ
れ
て
き

た
の
か
、
そ
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。
た
だ
呪
い
の
類
を
採
録
す
る
か
否
か
、
各
種
『
県
史
』
の
編
集
指
針
は
一
定
で
な
い
た
め
、
本
論
で

は
地
域
的
傾
向
の
分
析
は
あ
き
ら
め
、
民
間
信
仰
に
お
け
る
五
字
真
言
の
効
能
を
中
心
に
整
理
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
五
字
真
言
の
音
に
つ
い
て

　

真
言
密
教
に
お
い
て
胎
蔵
大
日
如
来
の
五
字
真
言
は
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
あ
る
い
は
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
キ
ャ
ン
」
と
唱
え
る
。
ま
た
五
字

真
言
の
前
に
「
オ
ン
」
や
「
ノ
ウ
マ
ク
サ
マ
ン
ダ
ボ
ダ
ナ
ン
」
の
帰
命
句
を
唱
え
る
場
合
も
あ
る
。

　

日
本
の
民
間
で
は
、
左
記
の
ご
と
く
多
く
音
が
転
訛
し
て
唱
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」	

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ワ
カ
」	

「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
バ
カ
」	

「
ア
ビ
ラ
ケ
ン
メ
ソ
ワ
カ
」

「
ア
ビ
レ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」	

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ゲ
ン
サ
バ
カ
」	

「
ア
ブ
ラ
（
ウ
）
ン
ケ
ソ
ワ
カ
」	

「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ハ
カ
」

「
ア
ベ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」	

「
ア
ボ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」	

「
ア
ラ
ビ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」

　

二
番
目
の
「
ビ
」
が
他
の
バ
行
の
音
に
転
訛
す
る
、
ま
た
四
番
目
の
「
ウ
ン
」
が
「
オ
ン
」
に
変
わ
る
、
ま
た
成
就
句
の
「
ソ
ワ
カ
」
が

「
ス
ハ
カ
」「
サ
バ
カ
」
に
転
訛
す
る
等
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
た
。
ま
た
「
油
う
ん
け
ん
大
そ
う
か
い
」
の
よ
う
に
転
訛
が
著
し
い
も
の
、「
ア

ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
様
」
と
人
格
化
さ
れ
た
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
」
の
真
言
音
を
も
と
に
転
訛
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

民
間
信
仰
に
お
け
る
五
字
真
言
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
単
に
唱
え
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
真
言
に
前
後
し
て
何
ら
か
の
言
葉
を
加
え
る（

４
）、

ま

た
様
々
な
所
作
を
加
え
る
例
が
散
見
さ
れ
た
。
そ
の
付
加
さ
れ
た
言
葉
や
所
作
の
内
容
に
は
、
各
地
域
に
お
け
る
文
化
・
慣
習
や
伝
承
が
投

影
さ
れ
て
お
り
、
非
常
に
興
味
深
い
。
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三
、
五
字
真
言
の
用
法
と
効
能

　

民
間
信
仰
に
お
け
る
五
字
真
言
の
用
法
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
便
宜
上
、
効
能
別
に
以
下
の
ご
と
く
分
類
整
理
を
試
み
た
。

Ⅰ　

毒
害
を
避
け
る　

ⓐ
蛇
除
け
と
そ
の
解
毒　

ⓑ
蜂
除
け
と
そ
の
解
毒

Ⅱ　

傷
病
を
治
す　
　

ⓐ
火
傷　

ⓑ
歯
痛　

ⓒ
止
血　

ⓓ
そ
の
他
の
傷
病

Ⅲ　

そ
の
他
の
効
能

　

五
字
真
言
に
関
わ
る
唱
え
言
の
う
ち
特
徴
的
な
用
語
に
注
目
し
て
、
傾
向
別
に
配
列
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
。
各
事
例
の
冒
頭
に
は
必
要

に
応
じ
て
㋑
㋺
㋩
等
を
付
し
、
真
言
の
く
り
返
し
は
省
略
し
、
所
作
等
の
付
帯
情
報
に
つ
い
て
は
「
※
」
で
補
っ
た
。

Ⅰ
、
毒
害
を
避
け
る

ⓐ
蛇
除
け
と
そ
の
解
毒

　

蛇
除
け
で
は
毒
蛇
、
特
に
マ
ム
シ
（
異
称
ハ
ミ
、
ハ
メ
）
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
入
山
や
農
作
業
時
に
予
防
的
に
唱
え
、
ま
た
咬
ま
れ
た

時
の
解
毒
に
も
用
い
ら
れ
た
。
唱
え
言
に
は
多
く
「
虫
」
の
語
が
散
見
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
「
長
虫
」
と
は
蛇
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
他
の
「
オ
ナ
ド
ノ
虫
」
や
「（
に
し
き
）
ま
だ
ら
虫
」
等
も
ま
た
文
脈
上
、
蛇
を
指
す
語
と
思
わ
れ
る
が
断
定
は
難
し
い（

５
）。
唱
え
言
を

傾
向
別
に
、
㈠
蕨
の
恩　

㈡
姫　

㈢
鍛
冶
屋
の
娘　

㈣
そ
の
他
に
分
類
し
て
み
て
ゆ
き
た
い
。

㈠
蕨
の
恩

㋑
「
カ
ヤ
畑
に
ヘ
ビ
昼
寝
し
て
、
ワ
ラ
ビ
の
恩
忘
れ
た
か
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

６
）」（
青
森
県

東
通
村
）

㋺
「
奥
山
の
千
萱
の
原
で
昼
寝
し
た
蕨
の
恩
を
忘
れ
た
か　

阿ア
ビ
ラ
オ
ン
ゲ
ン
サ
バ
カ

毘
羅
呻
欠
沙
婆
呵
」（

７
）（
群
馬
県

梅
田

）

㋩
「
赤
ち
が
や　

わ
ら
び
の
恩
を
忘
れ
た
か　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

８
）」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）
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㋥
「
ち
ぶ
い
の
峠
の
赤
蝮　

恩
を
忘
れ
た
か　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

９
）」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋭
「
朝
日
さ
す
さ
す
が
山
の
か
ぎ
炭
（
＊
蕨
か
）
ち
が
や
の
も
と
の
恩
を
忘
れ
た
か
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋬
「
奥
山
や
、
奥
山
や
、
と
や
ま
が
奥
の
、
か
ぎ
わ
ら
び
、
そ
な
た
一
に
ん
、
助
け
給
う
た
、
オ
ン
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（1
（

」（
香
川
県

有
漢
町
）

㋣
「
そ
が
の
な
る
の
か
き
わ
ら
び　

み
せ
し
お
ん
な
り
を
わ
す
れ
た
か
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン（

（1
（

」（
愛
媛
県

長
浜
町
）

㋠
「
遠
山
の
に
し
き
ま
だ
ら
虫
お
ら
ば
、
ト
ウ
ダ
ガ
タ
キ
の
チ
カ
ヤ
グ
サ
・
ワ
ラ
ビ
ナ
の
恩
を
忘
れ
な
よ
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」

（
愛
媛
県

御
荘
町
）

㋷
「
朝
日
が
山
で
昼
寝
し
て
、
縫
い
通
さ
れ
し
よ　

ち
が
や
を
は
じ
き
上
げ
た
る　

わ
ら
び
の
し
ず
ら
、
思
い
わ
す
れ
な
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン

ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
愛
媛
県

久
万
町
）

　

㋑
～
㋬
は
蛇
除
け
、㋣
～
㋷
は
解
毒
に
関
す
る
唱
え
言
で
あ
る
が
、と
も
に
「（
カ
ギ
）
ワ
ラ
ビ
」「
チ
ガ
ヤ
」「
恩
」
等
の
語
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
民
話
「
蕨
の
恩
」
と
い
う
伝
承
に
由
来
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
蛇
が
昼
寝
中
に
チ
ガ
ヤ
に
体
を
突
き
さ
さ
れ
苦
し
ん
で
い
た
と
こ

ろ
、
蕨
が
下
か
ら
蛇
の
胴
体
を
持
ち
上
げ
救
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
話
に
由
来
し
て
、
五
字
真
言
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

呪
言
と
し
て
日
本
全
国
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
い
う（

（1
（

。

㈡
姫㋑

「
カ
ノ
コ
ミ
タ
イ
ナ
長
虫
ガ
山
田
ノ
ヒ
メ
ニ
言
ツ
テ
イ
フ　

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
香
川

県

）

※
紺
色
の
脚
絆
、
紺
色
の
足
袋
を
は
く
の
が
一
番
よ
い
と
す
る
。

㋺
「
我
が
ゆ
く
先
に
、
オ
ナ
ド
ノ
虫
が
お
る
な
ら
ば
、
玉
オ
リ
姫
に
捕と

ら

し
ょ
う
な
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
青
森
県

佐
井
村
）

㋩
「
赤
斑モ

ダ
ラ

、
黒
斑モ

ダ
ラ

二
匹
一
斑
居
た
な
ら
ば　

山
立
つ
姫
に
知
ら
せ
申
し
ま
せ
う
、
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
群
馬

県

）

㋥
「
我
が
行
く
先
に
、
か
の
こ
ま
だ
ら
虫
あ
ら
ば
、
山
立
つ
姫
に
か
く
と
語
ら
ん
、
南
無
、
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（1
（

」（
香
川
県

有
漢
町
）

※
唱
え
て
か
ら
向
こ
う
に
大
息
を
吐
く
。
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㋭
「
長
虫
や
吾
が
行
く
先
に
さ
は
た
ら
ば
お
と
は
の
姫
に
知
ら
ず
と
も　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（2
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋬
「
北
の
山
に
錦
ま
だ
ら
虫
お
れ
ど
、
朝
立
つ
姫
に
逢
う
て
か
な
わ
ん
が
な
。
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（2
（

」（
愛
媛
県
広

田
村
高
市
）　
※
入
山
時
に
唱
え
る
。

㋣
「
こ
の
山
に
錦
ま
だ
ら
の
虫
お
ら
ば
奥
山
の
乙
姫
に
言
い
聞
か
す
ぞ
よ
。
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（2
（

」（
愛
媛
県
久
万

町
上
直
瀬

）

㋠
「
こ
の
山
に
に
し
き
ま
だ
ら
の
虫
お
ら
ば
、
山
た
て
女
郎
が
す
ま
い
す
る
ぞ
や
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（2
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）

　

㋑
～
㋭
は
蛇
除
け
、
㋬
～
㋠
は
解
毒
に
関
す
る
唱
え
言
で
あ
る
。
様
々
な
「
姫
」
の
語
が
散
見
さ
れ
る
が
、
概
し
て
蛇
の
天
敵
や
苦
手
の

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
㋑
「
山
田
ノ
ヒ
メ
」
や
㋠
「
山
た
て
女
郎
」
と
は
蛇
の
天
敵
で
あ
る
ナ
メ
ク
ジ
で
あ
り（

（2
（

。
蛇
が
ナ
メ
ク
ジ
に
触
れ
る

と
身
が
腐
り
、
溶
け
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た（

（2
（

。
㋣
「
奥
山
の
乙
姫
」
と
は
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
で
あ
り（

（2
（

、
マ
ム
シ
を
捕
食
す
る
こ
と
を
願
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
他
の
㋺
「
玉
オ
リ
姫（

（2
（

」、
㋩
㋥
「
山
立
つ
姫
」、
㋬
「
朝
立
つ
姫
」
等
の
何
々
姫
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
「
山
の
神
」
を

指
す
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
す
な
わ
ち
山
の
神
に
言
い
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
蛇
に
悪
さ
を
さ
せ
な
い
の
で
あ
る
。

㈢
鍛
冶
屋
の
娘

㋑
「
お
ら
も
鍛
冶
屋
の
娘
だ
。
焼
き
錐
焼
い
て
ぶ
っ
刺
す
ぞ
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（2
（

」（
青
森
県
つ

が
る
市

）

㋺
「
鍛
冶
屋
の
小
娘
だ
で
鉈
を
さ
し
て
る
ぞ　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（3
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋩
「
お
ら
は
鍛
冶
屋
の
乙
女　

鉈
も
鎌
も
皆
持
っ
て
ゐ
る
ぞ　

蛇
も
蝮
も
皆
ど
け
ど
け　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（3
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

　
「
鍛
冶
屋
の
娘
」
の
由
来
は
定
か
で
は
な
い
が
、
錐
・
鉈
・
鎌
等
の
刃
物
類
を
も
っ
て
直
接
的
に
蛇
を
威
圧
す
る
唱
え
言
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

ま
た
鉄
は
蛇
に
と
っ
て
毒
と
な
り
、
蛇
が
忌
避
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
に
由
来
し
て
、
様
々
な
刃
物
の
名
を
挙
げ
る
と
も
考
え
ら
れ

る（
（3
（

。
㈣
そ
の
他

㋑
「
魔
法
の
虫
我
が
行
く
先
に
い
た
な
ら
ば
は
や
消
え
う
せ
ろ　

ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
埼
玉

県

）　
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※
仕
事
に
出
掛
け
る
と
き
、
敷
居
を
ま
た
い
で
唱
え
る
。

㋺
「
わ
れ
か
ら
先
に
道
を
切
ら
れ
る
か
、
お
れ
か
ら
先
に
道
を
切
り　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋩
「
ワ
レ
行
ク
サ
キ
ニ　

カ
ナ
コ
ニ
マ
サ
ル
虫
ガ
イ
ル　

追
ウ
テ
下
サ
レ　

南
無
大
師
遍
照
金
剛　

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
香
川

県

）

㋥
「
巳
の
年
の
、巳
の
日
生
ま
れ
の
、わ
が
こ
ど
も
、わ
す
れ
て
食
う
な
、さ
わ
の
く
ち
ゃ
ー
め
、ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
香
川
県
鏡

野
町
他

）。

㋭
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
長
野
県

真
田
町
）　
※
か
み
そ
り
の
刃
で
傷
口
を
撫
で
る
。

㋬
「
ぐ
る
り
は
な
め
く
じ
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（3
（

」（
愛
媛
県

肱
川
町
）

㋣
「
吾
こ
そ
は
土
佐
の
港
の
瓜
作
り　

吾
ぞ
寝
い
つ
て
人
を
怨
み
る
こ
と
な
か
れ　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋠
「
こ
の
山
に
ま
ん
だ
ら
の
虫
が
い
る
な
ら
ば
、
と
っ
て
山
鳥
の
雌
に
食
わ
す
ぞ
、
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
愛
媛
県

津
島
町
）

㋷
「
わ
が
行
く
先
に
鹿
の
子
ま
だ
ら
虫
お
ら
ば
、
わ
が
行
く
先
に
た
っ
と
か
ら
ざ
る
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
愛
媛
県

津
島
町
）

㋦
「
大
名
様　

こ
の
屋
敷
へ
来
て
魚
を
取
ら
な
い
様
に
お
頼
み
申
し
ま
す　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
「
大
」
の
字
を
書
く
。

　

㋑
～
㋥
は
蛇
除
け
、
㋭
～
㋷
は
解
毒
、
㋦
は
変
わ
り
種
で
、
大
蛇
が
魚
を
取
る
の
を
防
ぐ
た
め
の
唱
え
言
で
あ
る
。
香
川
県
に
由
来
す
る

㋩
は
、「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
を
含
ん
で
お
り
興
味
深
い
が
、
私
見
の
か
ぎ
り
、
五
字
真
言
と
大
師
宝
号
が
結
び
つ
い
た
事
例
は
、
意
外

に
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い（

（4
（

。
ま
た
㋭
の
所
作
に
つ
い
て
は
、
金
物
や
刃
物
で
患
部
を
撫
で
る
こ
と
に
よ
り
、
傷
の
中
に
残
る
マ
ム
シ
の
歯
を

落
と
す
意
味
が
あ
る
と
さ
れ
る（

（4
（

。

ⓑ
蜂
除
け
と
そ
の
解
毒

㋑
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
伏
せ
た
木
の
葉
に
小
石
を
三
つ
並
べ
る
。

㋺
「
ア
ビ
レ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
埼
玉

県

）

※
唱
え
な
が
ら
手
で
大
き
な
円
を
描
く
。
ま
た
蜂
の
巣
を
取
る
時
、
石
を
握
り
、
親
指
を
石
に
押
し
つ
け
て
唱
え
る
（
埼
玉
県
狭

山
市
奥
富
）。

㋩
「
こ
の
山
の
下
道
虫
わ
れ
に
向
か
う
な　

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（4
（

」（
群
馬

県

）　
※
唱
え
な
が
ら
下
に
あ
る
石
を
ひ
っ
く
り
返
す
と
刺
さ
れ
な
い
。
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㋥
「
さ
ん
り
ん
の
袂
に
蜂
が
三
匹　

あ
び
ら
お
ん
け
ん
そ
わ
か（

（4
（

」（
長
野
県

南
条
村
）

㋭
「
一
二
三
四
五
六
七
八
つ
か
ら
五
つ
と
り
や　

あ
と
三
つ
な
り　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋬
「
我
も
弁
慶
、
彼
も
弁
慶
、
五
条
の
戦
い
忘
れ
た
か
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
愛
媛
県

久
万
町
）

㋣
「
ナ
ム
ア
ベ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
奈
良

県

）　
※
三
回
唱
え
、
そ
の
唱
え
る
息
を
指
先
に
受
け
て
、
子
ど
も
の
患
部
を
撫
で
る
。

㋠
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
岡
山

県

）　
※
患
部
に
指
で
「
犬
」
の
字
を
三
回
書
い
て
三
回
唱
え
る
。

㋷
「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）

※
黙
っ
て
患
部
に
指
で
「
九
」
と
書
く
（「
痛
い
」
と
言
う
と

効
果
が
な
く
な
る

）。
あ
る
い
は
「
八
は
九
で
止
め
る
」
と
言
っ
て
患
部
の
周
囲
に
九
の
字
を
九
回
書
く
。

　

㋑
～
㋬
は
蜂
除
け
、
㋣
～
㋷
は
刺
さ
れ
た
時
の
解
毒
に
用
い
ら
れ
た
唱
え
言
で
あ
る
。
㋑
～
㋩
の
所
作
で
は
石
を
握
っ
た
り
、
裏
返
し
た

り
す
る
が
、
こ
れ
は
石
信
仰
に
も
と
づ
く
ま
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
る（

（5
（

。

　

ま
た
「
蜂
」
か
ら
数
字
の
「
八
」
を
連
想
し
、
蜂
の
害
の
無
効
化
を
願
っ
て
か
、
㋭
で
は
「
八
」
か
ら
五
を
ひ
い
て
三
と
し
、
ま
た
㋷
で

は
八
よ
り
大
き
い
数
（
＝
え
ら
い
数
）、「
九
」
を
患
部
に
書
く
こ
と
を
勧
め
て
い
る（

（5
（

。

　

㋠
「
犬
」
の
字
を
書
く
こ
と
は
、
ア
ヤ
ツ
コ
（
異
称
ヤ
ス
コ
）
の
風
習
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ヤ
ツ
コ
と
は
子
供
の
魔
除

け
の
た
め
に
、
子
供
の
額
に
墨
や
紅
で
「
犬
」
の
字
を
書
く
風
習
で
あ
り（

（5
（

、
こ
れ
が
蜂
除
け
に
転
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅱ
、
傷
病
を
治
す

ⓐ
火
傷

　

火
傷
を
処
置
す
る
唱
え
言
は
、冷
や
す
た
め
の
水
が
手
に
入
ら
な
い
時
等
に
唱
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
火
に
対
処
す
る
た
め
、多
く「
池
」

や
「
水
」、
ま
た
そ
こ
に
棲
む
大
蛇
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
火
傷
の
唱
え
言
も
ま
た
傾
向
別
に
、
㈠
猿
沢
池
、
㈡
他
の
池
、
㈢
天
竺　

に
分

類
し
て
み
て
ゆ
き
た
い（

（5
（

。
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㈠
猿
沢
池

㋑
「
猿
沢
池
の
ほ
と
り
の
大
臣
（
お
と
ど
）、
こ
の
水
つ
け
れ
ば
痛
み
も
止
ま
る
し
、
あ
と
も
残
ら
ぬ
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（5
（

」（
青
森
県

東
通
村
）

㋺
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
焼
け
こ
げ
て
水
な
き
と
き
は
、
あ
び
ら
お
ん
け
ん
そ
わ
か（

（6
（

」（
群
馬
県

川
内
南
）

㋩
「
猿
沢
の
一
世
の
大
蛇
が
や
け
ど
し
て　

ナ
ム
ア
ビ
ラ
ケ
ン
メ
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
長
野
県

箕
瀬
町
）

㋥
「
猿
沢
の
池
の
中
に
大
蛇
ま
し
ま
す　

水
に
こ
が
れ
て
焼
け
死
ん
だ　

ア
ブ
ラ
カ
ワ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ　

南
無
大
師
遍
照
金
剛（

（6
（

」

（
長
野

県

）　
※
三
回
唱
え
て
息
を
患
部
に
吹
き
つ
け
る
と
ほ
て
り
が
な
く
な
る
。

㋭
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
身
を
焼
い
て　

水
が
七
分
に
火
が
三
分　

ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
長
野
県

大
網

）

㋬
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
や
け
ど
し
て　

う
ま
ず
痛
ま
ず　

ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
長
野
県

今
村

）

㋣
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
焼
け
死
ん
で　

そ
の
弔
い
は
た
こ
の
入
道　

ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
長
野
県

今
村

）

※
唱
え
な
が
ら
、
ひ
し
ゃ
く
で
水
を
三
杯
掛
け
る
。

㋠
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
焼
け
こ
け
て　

水
な
き
と
き
は　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
長
野
県
仁

之
倉
、
中
島
）　
※
墨
を
塗
る
。

㋷
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
や
け
ど
し
て
、
水
に
溺
れ
て
火
に
焼
け
た
。
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
愛
媛
県

大
洲
市
）

※
包
丁
を
火
傷
の
患
部
の
上
で
振
り
ま
わ
す
。

㋦
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
が
焼
け
て
、
天
竺
の
河
原
の
ア
カ
の
水
、
黒
う
も
す
な
、
暮
れ
も
す
な
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（6
（

」（
愛
媛
県
久

万
町
直
瀬
）

　

共
通
し
て
「
猿
沢
の
池
の
大
蛇
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。
猿
沢
池
と
は
、
興
福
寺
の
「
放
生
会
」
を
行
う
た
め
天
平
時
代
に
造
ら

れ
た
池
で
あ
り（

（6
（

、
中
世
以
降
、
同
池
に
は
度
々
、
龍
が
現
れ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る（

（7
（

。
し
か
し
、
猿
沢
池
に
関
す
る
龍
の
伝
承
中
に
は
、
唱

え
言
の
よ
う
に
、
龍
が
「
火
傷
し
た
」「
焼
け
死
ん
だ
」
と
い
う
伝
え
は
見
あ
た
ら
な
い（

（7
（

。
い
ず
れ
に
し
て
も
奈
良
・
猿
沢
池
に
由
来
す
る

局
地
的
な
唱
え
言
が
、
ほ
ぼ
内
容
を
維
持
し
な
が
ら
日
本
各
地
に
広
ま
っ
た
事
実
は
非
常
に
興
味
深
い
。
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㈡
他
の
池

㋑
「
満
濃
の
池
の
大
蛇
さ
ま
、
焼
け
ず
劣
ら
ず
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（7
（

」（
愛
媛
県

西
条
市
）　
※
傷
口
に
息
を
吹
き
か
け
る
。

㋺
「
の
る
ま
が
池
の
大
蛇
や
け
ど
し
て
其
の
水
つ
け
れ
ば
な
ほ
る
も
の
な
り　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ワ
カ（

（7
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋩
「
た
ぶ
さ
が
池
の
清
水
ふ
み
わ
け
大
般
若
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（7
（

」（
愛
媛
県

広
田
村
）

㋥
「
た
ぶ
さ
が
池
の
大
蛇
が
火
に
焼
け
て
、
蛸
の
入
道
を
も
っ
て
呪
う
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（7
（

」（
愛
媛
県

広
田
村
）

㋭
「
池
の
な
か
の
ダ
イ
ジ
ャ
が
、
火
の
な
か
に
転
ん
だ
と
申
し
ま
す
、
そ
れ
を
通
る
に
は
、
何
で
通
る
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」

（
青
森
県

佐
井
村
）

㋬
「
油
う
ん
け
ん
大
そ
う
か
い
大
蛇
が
や
け
こ
げ
た（

（7
（

」（
広
島

県

）

　

㋑
「
満
濃
池
」（
香
川

県

）、
㋺
「
の
る
ま
が
池
」（
所
在

不
明
）、
㋩
㋥
「
た
ぶ
さ
が
池
」（
所
在

不
明
）
等
、
様
々
な
池
の
名
が
挙
げ
ら
れ
る
が（

（7
（

、
お
そ
ら

く
前
述
「
猿
沢
池
」
の
唱
え
言
が
、
各
地
で
変
容
・
派
生
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
㋬
で
は
、
火
か
ら
の
類
推
で
、「
ア
ビ
ラ
」
が
「
油
」

に
転
訛
し
て
お
り
面
白
い
。

㈢
天
竺

㋑
「
テ
ン
ノ　

テ
ン
ノ　

テ
ン
ジ
ク
ニ　

ガ
ッ
カ
イ
チ
ョ
ー
ジ
ャ
ノ
イ
ケ
ガ
ア
リ　

ソ
ノ
イ
ケ
ノ
ナ
カ
ニ
ダ
イ
ジ
ャ
ア
リ　

ソ
ノ
ミ
ズ
ヲ

ツ
ケ
レ
バ
ヤ
ミ
モ
セ
ズ　

イ
ボ
リ
モ
セ
ズ　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（7
（

」（
長
野
県

名
古
熊
）　
※
水
を
か
け
る
。

㋺
「
天
竺
の
し
び
く
さ
様
の
し
り
の
下
か
ら
出
た
水
を
、
も
と
の
御
身
に
つ
け
る
ぞ
や
。
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ア
カ（

（7
（

」（
愛
媛
県
伊
予

郡
中
山
町

）

※
椀
に
水
を
入
れ
て
包
丁
を
つ
け
、
唱
え
な
が
ら
水
を
傷
に
か
け
る
。

㋩
「
天
竺
の
、
天
竺
の
流り

ゅ
うさ

が
池
の
大
蛇
、
は
よ
か
け
も
ど
せ
。
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
愛
媛
県

津
島
町
）

㋥
「
天
竺
の
地
蔵
の
前
の
た
ま
り
水
、
く
み
か
く
み
か
足
で
ま
じ
な
う
ぞ
よ
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）

㋭
「
天
竺
の
り
ゅ
う
し
ゃ
の
川
の
川
上
の
油
火
を
う
つ
せ
ば
水
と
な
る
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）
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共
通
し
て
「
天
竺
」
の
語
が
含
ま
れ
る
が
、
流
さ
（
流
沙
か
）
や
水
、
大
蛇
や
地
蔵
等
、
そ
の
傾
向
は
一
様
で
は
な
い
。
総
じ
て
意
味
が

曖
昧
で
あ
る
が
、
㋑
で
「
月
蓋
長
者
」
に
言
及
す
る
点
は
興
味
深
い
。『
請
観
音
経
』
に
よ
れ
ば（

（8
（

、
月
蓋
長
者
は
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
で
疫

病
が
流
行
し
た
時
に
釈
尊
を
尋
ね
、
阿
弥
陀
・
観
音
・
勢
至
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
の
因
縁
譚
は
後
に
日
本
で
改
作
さ

れ
、
有
名
な
「
善
光
寺
縁
起
」
に
取
り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
影
響
の
も
と
で
成
立
し
た
の
が
㋺
で
あ
ろ
う（

（8
（

。

ⓑ
歯
痛

㋑
「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
長
野
県

館
之
内
）

㋺
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
長
野
県

下
の
原
）　
※
白
紙
に
本
真
言
の
梵
字
を
書
き
、
た
た
ん
で
痛
い
歯
で
か
む
。

㋩
「
こ
の
歯
の
幹
に
と
ど
め
さ
す
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
青
森
県

川
内
町
）

㋥
「
天
の
ご
か
い
の
柳
の
木
の
よ
う
じ
で
さ
せ
ば
虫
は
死
ぬ
る
歯
は
す
わ
る　

ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
長
野
県
大
草
）

※
痛
い
歯
の
上
を
指
で
お
さ
え
て
唱
え
る
。

㋭
「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（8
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
東
に
出
た
梅
の
細
い
枝
で
楊
枝
を
作
り
歯
ぐ
き
を
こ
す
る
。

㋬
「
天
竺
の
口
の
川
原
の
口　

柳
枝
を
食
ふ
と
も
歯
ぞ
食
ふ
な　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋣
「
天
竺
の
御
の
前
の
つ
た
か
ず
ら
、
横
に
切
れ
、
縦
に
切
れ
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）

㋠
「
う
ん
け
い
天
竺
の
天
の
河
原
、
歯
を
く
う
虫
の
供
養
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
広
島
県

豊
松

）

㋷
「
秋
風
は
冬
の
初
め
に
吹
く
も
の
よ
。
秋
過
ぎ
て
冬
の
初
め
に
下
枯
れ
の
霜
枯
竹
に
は
虫
の
子
も
な
し
。
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」

（
愛
媛
県
久

万
町
直
瀬
）

　

現
代
で
も
「
虫
歯
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
、
㋥
㋠
㋷
で
は
歯
痛
の
原
因
を
「
虫
」
と
と
ら
え
て
い
る
。
そ
の
虫
を
殺
す
た
め
に
、
㋥
㋭
㋬
で
は

柳
や
梅
の
枝
等
で
患
部
を
刺
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ⓒ
止
血
（
鼻
血
を
含
む
）

　

血
が
止
ま
ら
ぬ
時
、
山
で
怪
我
を
し
た
時
の
緊
急
処
置
と
し
て
唱
え
ら
れ
た
唱
え
言
で
あ
る
。

㋑
「
血
の
道
は
父
と
母
と
の
は
じ
め
な
り
、
血
の
道
と
う
せ
、
血
の
道
の
神（

（9
（

」　
※
傷
口
を
手
で
抑
え
る
。

「
ナ
ム
ア
ボ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」（
奈
良
県
吉
野

郡
下
市
町

）

㋺
「
血
の
道
は
父
母
の
血
の
恵
み
、
血
道
止
ま
れ
父
の
血
の
道
、
ナ
ム
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
奈
良
県

十
津
川
）

㋩
「
血
は
父
母
の
恵
み
ぞ
や
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
愛
媛

県

）　
※
三
種
類
の
葉
を
傷
口
に
貼
る
。

㋥
「
父
と
母
と
が
血
の
神
ぞ
、
鎮
ま
り
給
え
。
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
愛
媛
県

広
田
村
）

㋭
「
血
の
道
は
父
と
母
と
の
血
の
道
な
り　

心
と
ま
れ
ば
血
も
と
ま
る　

ナ
ム
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
長
野
県
伊

那
小
沢

）　

鼻
血

㋬
「
母
の
体
内
こ
こ
の
つ
き
、
父
の
体
内
一
二
月
、
こ
の
血
お
さ
め
た
る
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（9
（

」（
愛
媛
県
別

子
山
村

）

㋣
「
親
の
血
の
道　

血
止
ま
れ
」　
※
紙
を
九
つ
に
折
り
三
回
唱
え
言
。「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
長
野
県

日
名

）　

鼻
血

㋠
「
父
母
の
恵
み
に
叶
ふ　

血
止
草　

ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
様（

（10
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋷
「
一
二
が
二
、
二
二
が
四
、
二
四
が
八
…
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
広
島
県

佐
伯

）

※
九
九
を
唱
え
て
、
息
を
吹
き
か
け
な
が
ら
白
紙
を
折
り
、
傷
口
に
当
て
る
。

㋦
「
二
・
二
が
四
、
二
・
四
が
八
、
こ
の
血
は
父
と
母
が
こ
し
ら
え
た
血
、
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
愛
媛

県

）

※
三
種
類
の
葉
を
唱
え
な
が
ら
傷
口
に
貼
る
。

㋸
「
い
ん
に
が
に
、
に
に
ん
が
し
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
愛
媛

県

）　
※
青
し
ば
を
三
つ
折
り
し
傷
口
に
押
し
つ
け
る
。

㋾
「
父
の
血
筋
が
千
八
筋　

母
の
血
筋
が
千
八
筋　

両
方
合
は
せ
て
二
千
十
六
筋　

ナ
ム
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（10
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

㋻
「
大
き
い
山
越
え
て
小
さ
い
山
越
え
て
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
青
森
県

大
畑
村
）

㋕
「
い
ろ
は
に
ほ
へ
と
、
二
枚
シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
末
く
ぐ
る
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
青
森
県

む
つ
市
）

㋟
「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
愛
媛
県

久
万
町
）　
※
唱
息
を
吹
き
か
け
る
。
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㋹
「
天
竺
の
毘
沙
門
様
は
鉄
が
一
つ
の
宝
ぞ
や
、
一
分
切
れ
ば
一
寸
の
傷
薬
に
な
る
。
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（10
（

」（
愛
媛
県
野

村
町
惣
川
）

※
刃
物
で
傷
口
を
さ
す
り
な
が
ら
唱
え
る
。

㋞
「（
何
か
唱
え
言
し
て
か
ら
）
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
長
野
県

市
野
瀬
）
鼻
血　
※
鼻
の
先
で
指
を
回
し
な
が
ら
、
く
り
返
し
唱
え
る
と
血
が
止
ま
る
。

　

ま
ず
㋑
～
㋠
で
は
共
通
し
て
「
血
の
道（

（11
（

は
父
と
母
の
恵
み
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
㋷
㋦
㋸
の
倍
々
に
増
え
る
数
字
は
、
両
親
か
ら
先
祖

へ
と
代
々
に
遡
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
か
に
血
が
大
切
な
も
の
か
を
示
す
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
。
㋾
の
父
母
の
血
筋
そ
れ
ぞ

れ
を
「
千
八
」
と
述
べ
る
こ
と
も
、
同
様
に
先
祖
か
ら
の
血
の
つ
な
が
り
を
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
㋠
の
チ
ド
メ
グ
サ
、
㋺
シ
ャ
ク
ヤ
ク
は

止
血
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
薬
草
で
あ
る
。
㋹
で
は
毘
沙
門
天
に
言
及
す
る
が
、「
鉄
」
や
「
傷
薬
」
と
の
関
り
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

ⓓ
そ
の
他
の
傷
病

風
邪「

よ
け
て
お
呉
れ
よ
風
の
神　

弘
法
大
師
の
あ
ら
ん
か
ぎ
り
は
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

お
多
福
風

「
北
の
男
（
女
）、
五
尺
に
も
足
ら
ぬ
小
男
（
女
）
で
頬
八
丁
と
は
出
が
太
い
ぞ
。
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
愛
媛
県
広

田
村
高
市
）

※
出
歯
包
丁
の
刃
を
頬
に
当
て
る
。

「
頬
が
八
丁
と
は
け
し
か
ら
ん
、
今
年
の
夏
の
大
土
用
の
丑
の
日
に
、
太
っ
た
か
ず
ら
の
根
を
切
れ
ば
枯
れ
て
い
く
ぞ
よ
、
ア
ブ
ラ
オ
ン

ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
愛
媛

県

）　
※
包
丁
で
頬
の
垂
れ
た
部
分
を
あ
ち
こ
ち
さ
せ
る
。

「
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
、
に
ん
じ
ん
そ
こ
の
け
や
い
と
を
す
え
る（

（11
（

」（
愛
媛

県

）

「
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
、
か
ら
だ
は
か
ね
、
病
い
は
水
と
な
れ（

（11
（

」（
愛
媛

県

）

眼
病「

影
清
の
一
目
に
輝
す
水
鏡　

後
の
世
ま
で
曇
ら
ざ
り
け
り　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）
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「
眼
の
曇
り
や
や
つ
と
晴
れ
て
行
く
日
本
一
の
お
ん
し
や
く
師
様　

ア
ビ
ロ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
眼
を
吹
く
。

「
か
げ
清
く
照
す
生
目
の
水
鏡
、
末
の
世
ま
で
も
雲
か
か
ら
ざ
り
け
り
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（11
（

」（
愛
媛
県
東
宇
和

郡
野
村
町
惣
川
）

「
カ
ラ
ス　

〳
　〵

、
目
物
を
取
っ
て
く
れ
。
取
っ
て
く
れ
た
ら
茶
の
木
の
下
へ
米
を
ま
い
て
や
る
ぞ
。
と
ー
ほ
い
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン

ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
愛
媛
県

城
川
町
）

も
の
も
ら
い

「
も
の
む
ら
ひ
め　

物
欲
し
さ
う
に
出
て
来
て
や
れ　

恥
し
や
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン（

（12
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
便
所
で
下
眉
を
褄
で
撫
で
な
が
ら
唱
え
る
。

「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
長
野
県

中
条

）　
※
丸
め
た
稲
わ
ら
の
穂
先
（
ワ
ラ
ニ
ゴ
）
を
目
に
あ
て
、唱
え
な
が
ら
稲
わ
ら
の
円
を
小
さ
く
し
て
い
き
、火
中
に
投
げ
入
れ
る
。

「
ナ
ム
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（12
（

」（
長
野
県

細
萱

）

眼
の
ゴ
ミ

「
ほ
の
ぼ
の
と
ま
こ
と
あ
け
し
か
み
な
れ
ば
、
我
に
見
せ
よ
人
丸
の
塚　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
岡
山
県
加
茂

川
町
小
森

）　
※
ご
み
の
入
っ
た
目
と
反
対
の
方
の
頬
だ
ま
を
ね
ぶ
る
。

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
岡
山
県
有
漢

町
上
有
漢

）　
※
右
と
左
に
唾
を
吐
き
、
じ
っ
と
目
を
閉
じ
て
唱
え
る
。

「
い
に
し
え
の
神
の
子
ど
も
が
火
な
あ
そ
び
、
む
さ
し
き
も
の
を
く
う
ぞ
お
か
し
き
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ハ
カ（

（12
（

」（
広
島
県

大
竹

）

「
か
ら
す
か
ら
す
目
の
ご
み
を
と
っ
て
く
れ
、
明
日
の
朝
は
米
を
い
っ
ぱ
い
ま
い
て
や
る
、
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
広
島
県

備
後

）

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（12
（

」（
香
川

県

）　
※
ご
み
が
入
っ
た
目
の
反
対
の
方
を
向
い
て
唾
を
吐
き
唱
え
る
。

腹
痛「

あ
ぶ
ら
う
ん
け
ん
そ
わ
か（

（13
（

」（
福
島
県
津

檜
枝
岐
村
）　
※
は
さ
み
か
小
刀
で
腹
の
痛
い
所
を
つ
つ
き
な
が
ら
唱
え
黙
と
う
す
る
。

し
び
れ

「
し
び
れ
、
し
び
れ
、
京
へ
の
ぼ
れ
、
京
の
道
は
遠
い
ぞ
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
岡
山

県

）

※
紙
の
端
を
切
っ
て
、
額
に
唾
で
張
り
つ
け
て
唱
え
る
。
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ソ
ラ
デ
（
腱
鞘
炎
。
ソ
ノ
デ
、
ソ
ラ
ウ
デ
、
コ
デ
、
コ
ウ
デ
、
ス
バ
コ
）

「
向
こ
う
の
山
に
は
女
ゴ
が
立
っ
て
い
る
。
腱
鞘
炎
（
そ
の
で
）
が
痛
く
て　

招
か
れ
な
い
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
青
森
県

平
川
市
）

「
朝
日
さ
す
か
う
が
の
山
の
や
さ
男
（
男
の

場
合
）　

や
さ
女
（
女
の

場
合
）　

ま
ね
け
ど
も　

こ
う
で
痛
く
て
招
か
れ
ず
、
あ
び
ら
お
ん
け
ん
そ
わ
か（

（13
（

」

（
群
馬
県
山
田

郡
大
間
々

）

「
浅
間
が
山
の
立
女
（
男
）
招
き
た
う
て
も
手
が
痛
く
て
招
か
れ
な
い　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

「
あ
さ
ま
の
山
に
鶴
が
鳴
く　

ま
ね
こ
う
と
す
れ
ば
招
か
れ
も
せ
ぬ　

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
新
潟
県

高
下

）

※
日
の
出
前
に
東
方
に
向
か
っ
て
唱
え
な
が
ら
三
回
招
く
。

「
朝
熊
山
の
朝
男
、
そ
ら
手
が
起
き
て
招
か
れ
ぬ
、
ア
べ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
岐
阜
県

不
破
郡
）

「
ど
う
し
ゃ
の
山
の
、
た
ち
男
（
男
な
ら
女
と
い
い
、
女

な
ら
男
と
反
対
に
い
う
）
招
こ
う
と
思
え
ど
招
か
れ
ず
、
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
香
川
県

鏡
野
町
）。

ク
サ
（
皮
膚
病
あ
る
い
は
腫
物
の
類
か（

（13
（

）

「
セ
ン
グ
ワ
ン
の
牛
、
こ
の
草
み
な
取
っ
て
き
て
く
れ
。
ア
ベ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（13
（

」（
奈
良
県
宇
陀
郡
内
牧

地
方
、
吉
野
郡
川
上
村
）

い
ね
ご
（
リ
ン
パ
腺
の
腫
れ
）

「
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ハ
カ（

（14
（

」（
千
葉
県

海
上
郡
）　
※
砥
石
を
暖
め
て
患
部
を
こ
す
る
。

ト
ゲ
抜
き

「
イ
セ
の
ト
ビ
ラ
に
ゴ
ミ
フ
キ
カ
ケ
テ
、
フ
キ
ヤ
フ
キ
オ
ロ
シ
、
ア
ラ
ビ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
青
森
県

川
内
町
）

「
ち
く
ば
ね
の
む
ね
に
お
つ
る
は
、
あ
み
だ
か
わ
、
こ
い
に
つ
も
っ
て
ふ
じ
さ
な
る
ら
ん
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
青
森
県

佐
井
村
）

「
ウ
ド
ノ
ウ
ド
ノ
」「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
埼
玉
県
大
滝

村
三
峰
等

）　
※
象
牙
の
箸
か
パ
イ
プ
で
の
ど
を
上
か
ら
下
へ
撫
で
な
が
ら
唱
え
る
。

「
う
の
、
の
ど　

〳
　〵

〳
　〵

あ
び
ら
お
ん
け
ん
そ
わ
か（

（14
（

」（
群
馬
県

川
内
南
）

「
う
の
殿
」　
「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
広
島

県

）

虫
刺
さ
れ
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「
わ
が
前
の
こ
ま
が
渡
し
て
せ
し
こ
と
を
わ
す
れ
た
か
や
。
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
広
島
県

油
木

）

ま
め
取
り

「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
埼
玉
県
大
滝
村
三
峰
）　
※
患
部
に
「
く
だ
ん
の
ご
と
し
」
と
書
い
て
唱
え
、
息
を
吹
き
掛
け
る
。

「
そ
ん
な
所
へ
出
来
て
恥
ず
か
し
く
な
い
か
」「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
真
言
を
唱
え
る
前
に
鼻
の
頭
で
ま
め
を
撫
で
る
。

疣
取
り
（
い
ぼ
、
イ
ビ
ラ
）

「
う
り
ゃ
盗
人
、
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（14
（

」（
愛
媛
県
御

荘
町
等

）　
※
箒
で
疣
を
撫
で
る
。

目
疣
取
り
（
め
ぼ
、
マ
ロ
ト
）

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」　
※
つ
げ
の
櫛
を
火
に
あ
ぶ
、
唱
え
な
が
ら
撫
で
る
。

「
伊
勢
の
く
に
あ
さ
ま
が
瀧
の
ま
ろ
と
ご
ぜ
ん
お
ろ
さ
せ
給
や
、
ふ
た
又
谷
ち
り
と
て
や
う
せ
る
、
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
愛
媛
県

長
浜
町
）

「
伯
母
さ
ん　

〳
〵
、
何
に
し
よ
る
目
い
ぼ
縛
つ
て
居
り
ま
す　

ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
バ
カ（

（15
（

」（
徳
島

県

）

※
目
い
ぼ
の
前
を
縄
で
結
び
、
唱
え
て
か
ら
締
め
る
。

Ⅲ
、
そ
の
他
の
効
能

疳
の
虫
（
カ
ン
ノ
ム
シ
）

「
猿
田
の
森
の
白
ぎ
つ
ね　

昼
は
鳴
い
て
も　

夜
は
鳴
く
な
よ　

ナ
ム
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県

木
沢

）

「
ア
ブ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北
安
曇
野

郡
小
谷
村
大
網

）

※
男
の
子
な
ら
「
女
」、
女
の
子
な
ら
「
男
」
と
墨
で
三
回
手
の
ひ
ら
に
書
き
、
自
分
の
信
心
す
る
神
仏
の
名
前
を
唱
え
る
。

「
天
竺
の
天
の
川
原
の
細
う
な
ぎ　

下
る
と
も
上
る
べ
か
ら
ず　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ハ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
腹
を
上
か
ら
下
へ
撫
で
お
ろ
す
。

寝
る
時

「
寝
る
ぞ
床　

頼
む
ぞ
垂
木
軒
柱　

不
思
議
あ
ら
ば
起
せ
虹
梁
ぞ　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）
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「
寝
る
ぞ
梁　

頼
む
ぞ
垂
木　

起
し
て
く
れ
る
な
小
野
の
小
町
ぞ　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

「
寝
る
ぞ
床　

頼
む
ぞ
垂
木　

み
ね
の
梁　

何
事
あ
ら
ば
起
せ
ご
う
ば
り　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ス
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

目
を
醒
ま
す
時

「
寝
る
ぞ
床　

頼
む
ぞ
垂
木
軒
柱　

我
が
身
の
家
に
た
ら
な
し　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（15
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

「
寝
る
ぞ
根
太　

頼
む
ぞ
垂
木
軒
柱　

何
事
あ
ら
ば
起
せ
虹
梁　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（16
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

夢
直
し
（
悪
い
夢
を
見
た
時
）

「
ア
ブ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（16
（

」（
埼
玉

県

）

「
夢
見
て
さ
め
て
枕
の
下
の
小
脇
差
抜
い
て
見
て
も
何
事
も
な
し　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（16
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
蛇
の
夢
を
見
て
気
持
ち
が
悪
い
時

「
夢
見
て
さ
め
て
枕
の
下
の
玉
手
箱　

開
け
て
見
て
も
何
事
も
な
し　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン（

（16
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）　
※
女
性
の
場
合

夜
中
の
魔
物
を
避
け
る

「
わ
が
行
く
先
は
伊
勢
の
神
、
伊
勢
の
神
は
草
庵
に
帰
る
と
も
、
わ
が
行
く
先
は
伊
勢
の
神
、
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ソ
ワ
カ（

（16
（

」（
青
森
県

平
川
市
）

獣
避
け

「
天
切
り　

地
切
り　

四
方
切
り　

よ
だ
き
も
の
の
耳
切
り　

あ
ぶ
ら
ん
け
ん
そ
わ
か（

（16
（

」（
青
森
県
五

所
川
原
市
）

キ
ツ
ネ
に
騙
さ
れ
ぬ
法
事

「
キ
ツ
ネ
は
や
い
や
い
馬
鹿
と
い
う
字
を
知
ら
ず
と
も
、
般
若
で
騙
す
な
、
ド
ッ
コ
イ
と
お
か
く
阿
鼻
羅
吽
欠
莎
婆
訶（

（16
（

」（
青
森
県

佐
井
村
）

金
神
の
祟
り
除
け

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（16
（

」（
群
馬
県
前
橋

市
鳥
取
町

）　
※
線
香
一
本
、
塩
、
ト
ボ
祓
い
の
お
札
を
も
っ
て
、
物
を
動
か
す
所
で
唱
え
る
。

ユ
キ
ア
イ
（
神
霊
に
ゆ
き
あ
た
る
こ
と（

（16
（

）

「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ
、
〇
〇
さ
ま
の
ユ
キ
ア
イ
で
も
、
こ
の
み
か
じ
で
も
っ
て
、
お
こ
と
わ
り（

（16
（

」（
岡
山

県

）

※
箕
に
牛
綱
・
箒
・
で
ん
ぎ
・
鋏
等
を
入
れ
て
、
唱
え
な
が
ら
勢
い
よ
く
箕
で
三
回
あ
お
ぐ
。
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「
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
、
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
岡
山

県

）　
※
箕
に
小
石
を
入
れ
て
唱
え
な
が
ら
あ
お
ぐ
。

厄
病
や
み

「
釈
迦
先
に
弥
勒
後
に
我
中
に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
笠
に
着
る
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

川
で
水
を
飲
む
と
き

「
曲
が
り
鉄
砲
ア
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
青
森
県
つ

が
る
市

）

味
噌
汁
の
味
が
変
わ
っ
た
時

「
月
に
日
は
そ
の
日
〳
〵
に
変
わ
れ
ど
も　

三
十
日
〳
〵
に
月
は
変
ら
じ
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

糸
が
ほ
ぐ
れ
な
い
時

「
や
し
や
む
し
や
し
や
、
む
し
や
し
や
の
中
の
、
や
し
や
、
む
し
や
し
や
、
む
し
や
し
や
な
け
れ
ば
、
や
し
や
む
し
や
も
な
し
、
あ
び
ら

お
ん
け
ん
そ
わ
か（

（17
（

」（
群
馬
県

大
間
々
）

針
が
無
く
な
っ
た
時

「
清
水
の
音
羽
の
滝
は
失
せ
る
と
も　

失
せ
た
る
針
の
出
で
ぬ
こ
と
な
し　

ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

盗
人
を
除
く

「
釈
迦
さ
き
に
弥
勒
は
後
に
わ
が
中
に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
笠
に
着
る
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

「
盗
人
の
来
る
道
山
は
ひ
で
の
山　

切
り
刀
は
抜
い
て
待
つ
ぞ
よ
ア
ビ
ラ
オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ（

（17
（

」（
長
野
県
北

安
曇
野
郡
）

ま　

と　

め

　

本
論
で
の
検
証
を
通
じ
て
、
五
字
真
言
を
含
む
唱
え
言
は
、
多
様
な
効
能
を
期
し
て
広
く
民
間
で
受
容
さ
れ
て
い
た
実
態
が
改
め
て
認
識

さ
れ
た
。
当
初
、
不
動
明
王
や
薬
師
如
来
の
真
言
も
ま
た
広
く
流
伝
し
て
い
る
状
況
を
想
定
し
た
が
意
外
に
も
無
く
、
仏
教
由
来
の
呪
い
は
、

ほ
ぼ
五
字
真
言
で
占
め
ら
れ
て
い
た
。
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し
ば
し
ば
民
間
信
仰
に
お
け
る
五
字
真
言
は
転
訛
し
、
前
後
に
意
味
深
長
な
言
葉
が
加
え
ら
れ
た
た
め
、
完
全
な
理
解
は
難
し
い
が
、
一

定
の
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、
蛇
の
害
を
避
け
る
な
ら
ば
蕨
や
ナ
メ
ク
ジ
、
火
傷
を
治
療
す
る
な
ら
ば
「
猿
沢
池
の
大

蛇
」、
止
血
な
ら
ば
「
血
は
父
母
の
恵
み
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
言
葉
と
効
能
に
は
一
定
の
法
則
性
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
奈
良

に
由
来
す
る
「
猿
沢
池
の
大
蛇
」
と
い
っ
た
局
地
的
な
伝
承
が
時
に
変
容
し
な
が
ら
も
、
日
本
全
国
に
広
ま
り
使
用
さ
れ
た
実
態
も
ま
た
興

味
深
か
っ
た
。
引
き
つ
づ
き
検
証
を
続
け
て
ゆ
き
た
い
。

註（
１
）『
大
正
蔵
経
』
第
一
八
巻
二
〇
頁
上
段
（『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』）

「
爾
の
時
に
毘
盧
遮
那
世
尊
、
又
復
、
住
降
伏
四
魔
金
剛
戯
三
昧
に
住
し
、
四
魔
を
降
伏
し
、
六
趣
を
解
脱
し
、
一
切
智
智
を
満
足
す
る
金
剛
字

句
を
説
き
た
も
う
。
南
麼
三
曼
多
勃
馱
喃
阿
味
囉
䙖
欠
」

（
２
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
八
三
頁
、
お
よ
び
『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
五
九
八
頁
で
は
、
と
も
に
「
山
伏
、
法
印
な

ど
が
管
理
」
し
て
い
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
ま
た
『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
七
頁
で
も
「
山
伏
な
ど
か
ら
の
伝
授
だ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
３
）
当
初
、『
県
史
』
を
主
要
資
料
と
考
え
て
い
た
が
、
論
文
執
筆
中
に
『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
や
『
日
本
俗
信
辞
典
』
に
、
本
テ
ー
マ
に
関
わ
る
ま

と
ま
っ
た
記
述
が
あ
る
こ
と
を
見
つ
け
た
。
前
者
の
事
例
は
ほ
ぼ
本
論
に
反
映
で
き
た
が
、
後
者
に
収
録
さ
れ
る
諸
事
例
に
つ
い
て
は
紙
数
の

都
合
上
、
多
く
割
愛
し
た
。

（
４
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
九
頁
に
よ
れ
ば
、
真
言
の
付
く
も
の
と
付
か
な
い
も
の
と
が
あ
る
場
合
、
前
に
唱
え
言
が
あ
り
、
後

に
真
言
が
付
く
よ
う
に
な
っ
た
と
認
め
る
の
が
自
然
と
し
て
い
る
。

（
５
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
八
頁
で
は
、「
錦
ま
だ
ら
」
等
の
語
に
つ
い
て
、「
ヤ
マ
カ
ガ
シ
の
別
名
を
ニ
シ
キ
ヘ
ビ
と
い
う
例
は
あ
っ

て
も
、
マ
ム
シ
を
錦
ま
だ
ら
と
形
容
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
呪
歌
が
用
い
ら
れ
る
の
は
、
マ
ム
シ
向
け
の
場
合
が
多
い
」
と

述
べ
て
い
る
。
も
し
、「
ま
だ
ら
虫
」
が
マ
ム
シ
の
胴
に
あ
る
マ
ダ
ラ
模
様
に
由
来
す
る
名
で
あ
れ
ば
、「
に
し
き
」
と
「
ま
だ
ら
」
に
分
け
て
、
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ヤ
マ
カ
ガ
シ
や
マ
ム
シ
の
意
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
７
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
一
頁

（
８
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
９
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
10
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
11
）『
香
川
県
史
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
六
〇
一
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
12
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
13
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
14
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
15
）『
改
訂　

総
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
四
巻
一
七
五
五
頁
。
ま
た
『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
六
～
五
二
九
頁
に
「
蕨
の
恩
」
に
つ

い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
三
三
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
17
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
18
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
一
頁

（
19
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
六
〇
一
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
20
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
21
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
22
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
23
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
24
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
三
三
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）
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『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
六
七
頁
で
は
、「
山
田
の
姫
」
を
イ
ノ
シ
シ
と
解
す
る
説
を
紹
介
す
る
が
、「
ほ
か
の
類
例
と
比
較
す
る

と
き
、
疑
問
が
起
き
る
」
と
し
て
い
る
。

（
25
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
五
頁

（
26
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
27
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
七
八
頁
で
は
、
玉
依
姫
（
玉
依
毘
売
命
）
と
す
る
が
、
な
ぜ
蛇
除
け
に
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
は
不
明

で
あ
る
。

（
28
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
八
頁
で
は
、「
山
立
ち
姫
」
を
「
ち
が
や
」
と
解
す
る
南
方
熊
楠
の
説
を
否
定
し
、「
山
の
神
」
と
し

て
い
る
。
あ
る
い
は
㋑
「
山
田
ノ
ヒ
メ
」
や
㋣
「
奥
山
の
乙
姫
」
と
い
う
用
例
か
ら
、
ナ
メ
ク
ジ
や
イ
ノ
シ
シ
に
関
す
る
俗
語
か
ら
派
生
し
た

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
29
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

津
軽
）』
四
三
七
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
30
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
31
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
32
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
二
九
頁
。「
鍛
冶
屋
の
息
子
」
と
い
う
用
例
も
あ
る
と
い
う
。

（
33
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
六
一
八
頁
。

（
34
）『
新
編　

埼
玉
県
史
（
別
編
二
）』
六
八
四
頁
（
民
間
知
識

諺
・
謎

）

（
35
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
36
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
三
三
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
37
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
六
〇
一
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
38
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
一
巻
⑶
東
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
二
四
頁
（
民
間
療
法

病
気
療
法
）

（
39
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
40
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
七
三
頁
に
よ
れ
ば
、
瓜
を
傷
口
に
貼
る
こ
と
も
行
わ
れ
た
と
い
う
。
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（
41
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
42
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
43
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
44
）
本
論
中
な
ら
ば
、
ⓐ
火
傷　

㈠
猿
沢
池　

㋥
に
「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」、
ⓓ
そ
の
他
の
傷
病　

風
邪
に
「
弘
法
大
師
」
の
語
が
含
ま
れ
て
い
る
。

（
45
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
七
二
頁
、
五
七
四
頁

（
46
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
47
）『
新
編　

埼
玉
県
史
（
別
編
二
）』
六
八
四
頁
（
民
間
知
識

諺
・
謎

）

（
48
）『
群
馬
県
史
（
資
料
編
二
六　

民
俗
）』
三
七
二
～
三
七
三
頁
（
医
療
・
衛
生
・
保
健　

病
気

の
予
防　

㈡
呪
術
に
よ
る
も
の
）

（
49
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
三
六
頁

（
50
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
二
頁

（
51
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
～
一
三
一
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

千
本
の
太
刀
を
奪
お
う
と
誓
っ
た
武
蔵
坊
弁
慶
が
、
五
条
大
橋
に
お
い
て
牛
若
丸
（
後
の
源
義
経
）
と
の
戦
い
に
敗
れ
、
家
来
と
な
っ
た
話
が

想
起
さ
れ
る
が
、
な
ぜ
蜂
に
関
わ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

（
52
）『
奈
良
県
史
（
一
二　

民
俗　

上
）』
五
二
四
頁
（
民
間
信
仰　

呪
術
的
療
法
）

（
53
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
六
〇
〇
頁
（
諺
・
唱

え
言
・
謎
）

（
54
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
55
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
四
八
五
頁
。
瓦
や
草
履
等
を
使
う
事
例
も
あ
る
が
、
石
を
用
い
る
の
が
古
風
で
あ
り
、
蜂
の
巣
の
下
の
石
を
、

裏
返
し
に
す
る
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
と
い
う
。

（
56
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）
で
は
、「
八
（
ハ
チ
）
よ
り
九
が
偉
い
か
ら
腫
れ
な
い
」
と
解
説
し
て
い
る
。『
日
本

俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
四
八
四
～
四
八
五
頁
で
も
「
九
は
八
を
制
す
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
十
」
を
用
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
57
）『
改
訂　

総
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
一
巻
五
二
頁
。

（
58
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
二
頁
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ま
た
㈠
～
㈢
以
外
の
事
例
と
し
て
、『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
に
「
ど
う
ざ
ん
奥
山
、
一
谷
落
ち
て
水
に
な
る
、
ア
ブ
ラ

オ
ン
ケ
ン
ソ
ワ
カ
」
が
あ
っ
た
。

（
59
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
60
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
〇
頁

（
61
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
六
二
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
62
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
六
二
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
63
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
三
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
64
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
三
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
65
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
三
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
66
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
四
巻
⑶
北
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
〇
三
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
二
頁
で
は
、
火
傷
を
し
て
水
が
無
い
時
、「
水
な
き
と
き
」
等
と
言
い
替
え
た
と
し
て
い
る
。

（
67
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
68
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
69
）『
社
寺
縁
起
伝
説
辞
典
』
一
八
一
頁
。
ま
た
鳥
居
武
平
編
『
奈
良
名
所
案
内
詞
』
に
よ
れ
ば
、「
此
池
は
天
竺
の
獼
猴
池
を
移
す
と
云
ふ
」（
一
頁
）

と
あ
り
、
㈢
「
天
竺
」
と
の
つ
な
が
り
も
垣
間
見
ら
れ
る
。

（
70
）
横
山
浩
子
「
奈
良
県
東
部
の
龍
神
伝
説
と
水
神
信
仰
覚
え
書
―
猿
沢
池
の
龍
神
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
一
九
九
七
年
、『
奈
良
県
立
民
俗
博
物

館
研
究
紀
要
』
一
五
）、
笹
本
正
治
「
猿
沢
池
が
血
に
染
ま
る
―
伝
承
と
場
の
イ
メ
ー
ジ
―
」（
二
〇
〇
七
年
、『
中
世
文
学
』
五
二
）
等
参
照
。

先
行
研
究
で
は
、
猿
沢
池
の
龍
に
つ
い
て
言
及
す
る
資
料
と
し
て
、『
興
福
寺
流
記
』『
細
々
要
記
』『
園
太
暦
』
等
が
挙
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
『
行

嚢
抄
』
で
は
同
池
の
底
に
穴
が
あ
り
、
龍
宮
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
71
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
二
頁
で
は
、「
南
都
炎
上
な
ど
の
際
に
猿
沢
の
池
で
大
蛇
が
焼
け
死
ん
だ
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
ら
し

い
こ
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
猿
沢
以
外
の
型
で
も
大
蛇
が
焼
け
る
う
ん
ぬ
ん
と
唱
え
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
の
想
像
は
必
ず
し
も
当
た
っ
て

い
な
い
ら
し
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
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（
72
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
73
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁　
※
同
頁
中
「
猿
沢
池
」
等
を
含
む
三
種
記
載
す
る
が
省
略
。

（
74
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
75
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
三
頁
で
は
、「
蛸
の
入
道
」
を
突
飛
な
文
句
と
し
な
が
ら
も
、
蛇
が
蛸
に
化
す
る
俗
説
に
注
目
し
て
い

る
。

（
76
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
一
二
頁

（
77
）『
日
本
俗
信
辞
典
（
動
・
植
物
編
）』
五
四
三
頁

（
78
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
六
一
～
一
六
二
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

や
け
ど
を

し
た
と
き
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
79
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
80
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
81
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
82
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
83
）
難
提
訳
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
呪
経
』（
大
正
蔵
一
〇
四
三
、『
大
正
蔵
』
二
〇
巻
三
四
頁
中
段
～
）。

（
84
）
倉
田
治
夫
「
月
蓋
長
者
説
話
の
展
開
―
『
信
濃
国
善
光
寺
生
身
如
来
御
事
』
を
中
心
に
―
」（
二
〇
一
三
年
、『
信
州
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
』

七
）
参
照
。
善
光
寺
縁
起
諸
本
で
は
「
月
蓋
」
を
「
が
っ
か
い
」
と
読
む
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
伝
承
さ
れ
る
音
の
観
点
か
ら
も
善
光
寺
信
仰

の
影
響
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
85
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
四
〇
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

歯

痛
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
86
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
四
九
頁
（
民
間
療
法

病
気
療
法
）

（
87
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
第
六
節　

俗
信　

⑷
呪
術　
［
ま
じ
な
い

歌
］　

二　

歯
痛
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法
）

（
88
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
〇
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

歯

痛
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
89
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁
、『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
四
巻
⑶
北
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
九
三
頁

（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

歯
痛
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）
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（
90
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁

『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
四
巻
⑶
北
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
九
三
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

歯

痛
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
91
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
八
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
92
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
九
頁

（
93
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
八
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
94
）『
奈
良
県
史
（
一
二　

民
俗　

上
）』
五
二
三
頁
（
民
間
信
仰
呪

術
的
療
法

）

（
95
）『
奈
良
県
史
（
一
二　

民
俗　

上
）』
五
二
三
頁
（
民
間
信
仰
呪

術
的
療
法

）

（
96
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
97
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
98
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
九
頁
（
第
三
章　

民
間
療
法　

第
一
節　

病
気
療
法

五
、
鼻
血
を
止
め
る
方
法　

⑷
呪
的
方
法　

）

（
99
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
100
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
四
巻
⑶
北
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
〇
一
頁
（
第
三
章　

民
間
療
法　

第
一
節　

病
気
療
法

五
、
鼻
血
を
止
め
る
方
法　

⑷
呪
的
方
法　

）

（
101
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁　
※
同
頁
中
に
他
五
つ
の
類
例
を
記
載
す
る
が
省
略
。

（
102
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
七
頁

（
103
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
104
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
105
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁

（
106
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
107
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
108
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
109
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
二
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
110
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
九
頁
（
第
三
章　

民
間
療
法　

第
一
節　

病
気
療
法

五
、
鼻
血
を
止
め
る
方
法　

⑷
呪
的
方
法　

）
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（
111
）『
改
訂　

総
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
二
巻
九
二
二
頁
で
は
、
血
の
道
と
は
「
血
を
引
い
た
親
類
」
の
意
と
さ
れ
る
。

（
112
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁

（
113
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
114
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
115
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
116
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
三
〇
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
117
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁

（
118
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁

（
119
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
七
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

眼
病
に
つ
い
て
「
一
般
に
鎌
倉
権
五
郎
景
清
を
祀
る
景
清
様
（
生
目
八
幡
社
）
や
出
雲
の
一
畑
薬
師
に
対
し
て
呪
文
を
唱
え
る
風
」
と
あ
る
。

（
120
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
七
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
121
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
三
八
頁

（
122
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
四
七
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

四
、
も
の
も
ら

い
（
麦
粒
腫
）
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
123
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
四
八
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

四
、
も
の
も
ら

い
（
麦
粒
腫
）
の
療
法　

⑷
呪
的
方
法

）

（
124
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁
）

（
125
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
五
九
八
頁
（
諺
・
唱
え

言
・
謎　

）

（
126
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
五
九
八
頁
（
諺
・
唱
え

言
・
謎　

）

（
127
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
七
頁

（
128
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
七
頁　
※
同
頁
中
に
は
他
二
種
の
類
例
が
記
載
さ
れ
る
が
省
略
。

（
129
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
八
三
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

香
川

県
直
島
町
直
島
地
区

）

（
130
）『
福
島
県
史
（
二
三　

民
族
一
）』
二
三
三
頁
（
会
津
檜
枝
岐
村
民

族
誌　

⒆
呪
術

）

（
131
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
五
九
八
頁
（
諺
・
唱
え

言
・
謎　

）
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（
132
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

津
軽
）』
四
三
七
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
133
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
一
頁　
※
同
書
三
五
六
頁
に
も
類
例
あ
り
。

（
134
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁　
※
同
頁
中
に
他
二
種
の
類
例
を
記
載
す
る
が
省
略
。

（
135
）『
新
潟
県
史
（
資
料
編
二
三　

民
俗
・
文
化
財
二　

民
俗
編
Ⅱ
）』
七
九
四
頁
（
俗
信　

ま

じ
な
い

）

（
136
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
七
〇
頁

朝
熊
山
（
あ
さ
ま
や
ま
：
三
重
県
伊
勢
市
）
は
伊
勢
信
仰
と
関
係
し
、
山
岳
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

（
137
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
六
〇
一
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

小
豆
島

土
庄
町
四
海
・
北
浦
地
区
）

（
138
）『
改
訂　

総
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
二
巻
四
八
二
頁
に
よ
れ
ば
、
地
域
に
よ
っ
て
「
ク
サ
」
の
意
は
異
な
り
、
山
形
で
は
梅
毒
、
新
潟
で
は
腫
物
、

沖
縄
で
は
疝
気
等
を
指
す
と
い
う
。『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
八
二
頁
で
は
皮
膚
病
と
し
て
い
る
。

（
139
）『
奈
良
県
史
（
一
二　

民
俗　

上
）』
五
二
一
頁
（
民
間
信
仰　

呪
術
的
療
法
）

（
140
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
〇
一
頁

（
141
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
142
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
143
）『
新
編　

埼
玉
県
史
（
別
編
二
）』
七
〇
〇
頁
（
民
間
知
識

諺
・
謎

）

（
144
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
〇
頁

（
145
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
九
頁

「
う
ど
の
」「
う
の
ど
の
」
は
時
に
「
鵜
の
殿
」
と
表
記
さ
れ
る
。「
鵜
呑
み
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
魚
を
丸
呑
み
す
る
鵜
に
あ
や
か
っ

た
言
葉
と
推
測
さ
れ
る
。

（
146
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
〇
七
頁

（
147
）『
新
編　

埼
玉
県
史
（
別
編
二
）』
六
九
八
頁
（
民
間
知
識

諺
・
謎

）

（
148
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
三
頁

（
149
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
九
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）
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（
150
）『
香
川
県
史
（
一
四　

資
料
編　

民
俗
）』
三
八
三
頁
（
各
地
域
の
民
俗　

香
川

県
直
島
町
直
島
地
区

）

（
151
）『
愛
媛
県
史
（
一
四　

民
俗
編
下
）』
一
二
七
～
一
二
八
頁
（
民
俗
知
識

民
間
療
法
）

（
152
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
四
二
五
頁　
※
同
頁
中
に
他
一
種
の
類
例
が
記
載
さ
れ
る
が
省
略
。

（
153
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
二
巻
⑶
南
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
六
九
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

日
常
生

活
に
お
け
る
療
法　

⑷
呪
的
方
法
）

（
154
）『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
三
巻
⑶
中
信
地
方
こ
と
ば
と
伝
承
）』
一
五
九
頁
（
民
間
療
法　

病
気
療
法　

日
常
生

活
に
お
け
る
療
法　

⑷
呪
的
方
法
）

『
長
野
県
史
（
民
俗
編　

第
五
巻　

総
説
Ⅰ　

概
説
）』
六
六
八
頁
（
民
俗

知
識
）

（
155
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

（
156
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

（
157
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

（
158
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

（
159
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁

（
160
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁

（
161
）『
新
編　

埼
玉
県
史
（
別
編
二
）』
六
八
四
頁
（
民
間
知
識

諺
・
謎

）

（
162
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁

（
163
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁

（
164
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

津
軽
）』
四
三
七
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
165
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

津
軽
）』
四
三
七
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
166
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

下
北
）』
四
二
〇
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
167
）『
群
馬
県
史
（
資
料
編
二
六　

民
俗
）』
三
〇
〇
頁
（
第
六
章　

俗

信　

二
、
祟
り
）

金
神
に
つ
い
て
、「
姫
金
神
様
は
女
の
神
様
、
こ
の
神
様
は
、
荒
神
様
よ
り
な
お
悪
い
と
い
う
。
金
神
様
は
、
年
に
よ
っ
て
、
い
る
場
所
が
ち
が

う
。
ど
こ
に
い
る
か
は
、
暦
を
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
金
神
様
の
い
る
場
所
を
知
ら
な
い
で　

引
越
し
た
場
合
に
、
金
神
様
が
さ
わ
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
」
と
あ
る
。
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（
168
）『
改
訂　

総
合
日
本
民
俗
語
彙
』
第
四
巻
一
六
七
〇
頁
に
よ
れ
ば
、
ユ
キ
ア
イ
と
は
山
の
神
・
水
神
等
の
神
霊
と
行
き
逢
う
こ
と
で
あ
り
、
急
に

発
熱
し
て
気
分
が
悪
く
な
っ
た
り
、
怪
我
を
し
た
り
す
る
と
い
う
。

（
169
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
六
〇
〇
頁
（
諺
・
唱
え

言
・
謎　

）

（
170
）『
岡
山
県
史
（
一
六　

民
俗
Ⅱ
）』
六
〇
〇
頁
（
諺
・
唱
え

言
・
謎　

）

（
171
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

「
南
無
阿
弥
陀
仏
を
笠
に
着
る
」
と
は
地
蔵
と
推
定
さ
れ
る
。
地
蔵
は
釈
迦
入
滅
後
、
弥
勒
仏
が
下
生
す
る
ま
で
の
無
仏
の
時
代
を
守
護
す
る
存

在
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。

（
172
）『
青
森
県
史
（
民
族
編　

資
料　

津
軽
）』
四
三
七
頁
（
俗
信　

⑷
呪
術

ま
じ
な
い
歌

）

（
173
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
五
頁　
※
同
頁
中
「
猿
沢
池
」
等
を
含
む
三
種
を
記
載
す
る
が
省
略
。

（
174
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
二
九
一
頁

（
175
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
一
頁

「
清
水
の
音
羽
の
滝
」
と
は
清
水
寺
（
京
都
）
に
あ
る
滝
。
治
病
・
延
命
に
霊
験
あ
り
と
伝
承
さ
れ
る
。

（
176
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

（
177
）『
近
代
庶
民
生
活
誌
』
一
九
巻
三
五
四
頁

キ
ー
ワ
ー
ド
：
胎
蔵
大
日
如
来　

五
字
真
言
（
ア
ビ
ラ
ウ
ン
ケ
ン
）
蕨
の
恩　

猿
沢
池


